
リタイア後の生活に必要な資金はいくらでしょうか？

65歳で引退し以後年金で暮らす場合、ゆとりある生活を送るためには毎月約15万円不足
※1するといわれています。老後の生活資金として3,000万円準備したとすると、約16年（81
歳）で底をつきます。

セカンドライフのための資金計画

Ｑ

お金の寿命をのばして長寿化に備えましょう！
90 歳まで生存する人の割合※2は、男性で25.8％、女性で50.2％となっています。
老後の生活資金を準備するのはもちろんですが、ただ取り崩すのではなく、資産運用する
ことでお金の寿命をのばすことを考えましょう。

【免責事項】

○本資料は、公表された資料に基づき作成されたものであり、その正確性、完全性を保証するものでは

ありません。

○本資料は、お客様への情報提供を目的としたものであり、投資に関する最終決定は、お客様ご自身

の判断でなされるようにお願い申し上げます。また、本資料をお客様ご自身のためにのみ、お客様限り

でご利用ください。なお、当社の事前の承諾を得ることなく、本資料の全部もしくは一部を引用または複

製、転送等により使用することを禁じます。

○本資料に基づき投資を行った結果、お客様に何らかの損害が発生した場合でも、当社は、理由の如

何を問わず責任を負いません。
広告審査済

商 号 等： 八十二証券株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第21号

加入協会： 日本証券業協会、
一般社団法人資産運用業協会

※1夫婦二人の標準的な厚生年金支給額＝月額23.7万円
ゆとりある老後に必要な生活費 ＝月額39.1万円
出所：厚生労働省「令和8年度の年金額改定についてお知らせします」、生命保険文化センター

「令和7年度生活保障に関する調査」

※2出所：厚生労働省「令和６年簡易生命表」


